
出てきた音の
分析・評価

スピーカの製作

スピーカをデザイン

スピーカの構造の学習

• 目的
– 小型の磁石と銅線を使って自
分自身でスピーカを作成し，出
てきた音を確かめてみる。

• 達成目標
– ありきたりではない構造のス
ピーカ製作に挑戦する。

– スピーカが奏でる“音”をデザ
インする。
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